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日常生活史G氏 の場合
「1900年 か ら1933年 までの ブラウンシュヴ ァイクにお ける

労働者 の 日常生活」(そ の七)

宝 福 則 子

は じめに

本 稿 は,『 人 文 研 究 』 第91・97・98・99・101・103輯 に続 く,「1900年 か ら

1933年 まで の ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク に お け る 労 働 者 の 日常 生 活 」 の イ ン タ

ビ ュー 資 料 分 析 シ リー ズ の ひ とつ で あ る。 この 資 料 の 由 来 や 分 析 方 法 等 に つ

い て は,第91輯 を参 照 さ れ た い。

利 用 した 当 該 資 料 は,1980年4月21日 お よ び5月9日 に,G氏 の ブ ラ ウ ン

シ ュ ヴ ァイ ク の 自宅 で の 計6時 間 に わ た るイ ン タ ビ ュ ー をA4タ イ プ 用 紙

84ペ ー ジ に 書 き起 こ した もの で あ る。

こ こで,参 考 の た め,ま ず,G氏 の 略 歴 と両 親 につ い て簡 単 に記 して お く。

1905年4月22日 ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク で誕 生

1925年 ～1930年 ビ ュ ッ シ ン グ社 で 機 械 工

1923年 ～1925年,1930年 ～1932年 失 業

1922年

1922年 ～1933年

1923年 ～1933年

1922年 ～1933年

1934年

国民スポーツ協会会員

ブラウンシュヴァイク ・スポーツ協会会員

ドイツ金属労働者連盟

ブラウンシュヴァイク・スポーツ協会チーム・キャプテン

歯科医の補助看護婦 と結婚

父:1857年 に ヴ ェ ン デ ブ ル クで 誕 生,1934年 に ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク で 死

亡 。職 業 は家 具 職 人 で,第 一 次 世 界 大 戦 ま で はア ン メ ・ギ ー ゼ ッ ケ&コ ー
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ネゲン社,1918年 ～1930年 までは体操器具製作工場に勤務 した。SPD党

員および木工労働者連盟員

母:1857年 にエッシャースハウゼンで誕生,1944年 にブラウンシュヴァイク

で死亡。職業 は,料 理人。結婚後 は,近 所の家庭の臨時雇いの家事手伝

い 。

未組織。出産 は9回 。

1.両 親 に つ い て

私 が 生 まれ た 時,父 は も う48才 で した。 母 は42才 か43才 で した 。

私 の 父 は,1857年6月12日 ヴ ェ ン デ ブ ル クWendeburg村 で 生 まれ て い ま

す 。若 い 頃 に ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ クBraunschweigへ 越 し て きた の で す が,く

わ し く は知 り ませ ん 。 い ず れ にせ よ,若 い 独 身 の 頃 で した 。

彼 は,ま だ 教 会 に と ど ま って い ま した 。 新 教 で した 。

職 業 は,木 工 職 人 で した 。 ヴ ェ ン デ ブ ル ク で,す で に働 い て い た の か どう

か は,わ か り ませ ん 。 私 が知 っ て い るの は,そ こ に彼 の両 親 の 家 が あ った と

い う こ とだ け で す 。 彼 は,職 業 を変 え る こ とな く,一 生,木 工 職 人 で した 。

私 が 知 っ て い る の は,彼 が,最 初 はAGK社,つ ま り,今 のMIAG社 で働 い

て い た とい う こ とだ け で す 。

そ し て,第1次 世 界 大 戦 中 に は,こ こ ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク の 食 糧 局

Proviantamtで も働 き ま した 。 この 食 糧 局 は,ハ ン ブ ル ガ ー 通 りHamburger

StraBeの 先 に あ る,今 の ラ イ ア ー通 りReiherstraBeの 工 場 の 敷 地 内 に あ りま

し た。 こ こで 木 工 職 人 と して働 き,第1次 世 界 大 戦 直 後 に,体 操 器 械 の 工 場

の フ ォ ン ・ドル フ ス&ヘ ッ レ社vonZ)olfs(1}Helleに 移 った の で す 。 そ の後,

ず っ と長 い 間,最 後 まで 同 じ工 場 で 働 い た わ けで す 。彼 は,70才 にな っ て も,

ま だ,会 社 名 は 変 わ り ま し た が,こ の 体 操 器 械 製 造 工 場 の シ ュ ネ レ 社

Schnelleで 働 い て い た の で す よ。 この 工 場 は,今 も ヒ ル デ ス ハ イ マ ー通 り

HildesheimerStraBeに あ り ます 。
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父は,私 たちが,ま ったく尊厳 をおかされた扱いを受けている,と つねつ

ね言っていました。 とくに父の賃金は,最 低で した。いつ も,ま った く本当

につましく暮 らさなければならなかったのです。

父は,1934年 に亡 くなり'ましたが,71才 か72才 までずっと働いていまし

た。彼は,母 との間 に9人 も子供がいましたか ら,失 業で中断することもな

く,働 きづめで した。

両親がいつ結婚 したのかは知 りませんが,い ずれにしても教会ではな く,

戸籍役場で結婚 しています。

私の父が選挙権をもっていたということ,つ まりブラウンシュヴァイク市

の市民権を獲得 したのだ ということは覚えています。私たちの家の居間には,

「木工職人 ハインリッヒ ・GHeinrich'G .が,ブ ラウンシュヴァイク市の

市民であることをここに……」 と記された証書の額が,ず っと掛かっていま

した。当時 は,つ まり1914年 以前は,市 民証書をもっていない人には,選 挙

権がなかったのです。選挙権を得 るために,父 は,当 時にしては大変な額の

金 を,苦 労 して工面 したのです。それは生半可な努力ではあ りませんでした。

父は,SPD(社 会民主党)の 党員で,木 工労働者連盟に加盟 していました。

彼 は,熱 心なシュレーバーガルテン(郊 外の小区画菜園)愛 好家でしたが,

当時は,と くにそのためのクラブなどはあ りませんでした。彼は,エ ル ンス

ト・ア ンメ通 りErnst-Amme-StraBeに 続 いている,今 のザールブ リュック

ナー通 りSaarbrtz'cknerStraBeに わずかばか りの土地 を借 りて,早 朝,庭 仕

事 をしていたものです。

父は,1934年 に亡 くなってい ますが,尿 道 に何か疾患があったのに,病 院

に行 きたがらず,早 くに亡 くなってしまったのです。彼 は病院が恐かったの

です。

私 の母 は,1863年1月29日 に 誕 生 し ま し た 。 彼 女 は,ハ ル ツ地 方Hane-

gebietの 出 身 で す。正 確 に は,ガ ン ダ ー ス ハ イ ムGandersheimの 辺 りの,エ ッ

シ ャー ス ハ ウゼ ンEschershazrsenと か い う村 の 出 身 で した 。
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彼女は,ブ ラウンシュヴァイクで料理女 をしていました。つ まり,当 時,

ツィーゲ ン市場Ziegenmarktに ヴィッテ兄弟店Gebr.Witteと いう大 きな肉

屋の店があって,ソ ーセージ工場 もあったのですが,そ こで料理人 をしてい

たのです。ツィーゲン市場 といっても,こ れは市場ではな くて,コ ーレン市

場Kohlenmarfetか らバ ンク広場BankPlatsへ 抜ける通 りの名前です。彼女

は,結 婚後す ぐに私の長姉が生まれたので,そ こでは働 けませんでした。だ

か ら,家 事の合間に,上 流の人の家で,外 へのお使いなどの仕事をしていま

した。若い所帯 をうまく切 り盛 りするのに,彼 女はいつも何か しら仕事をし

ていたのです。

それは,定職ではな くて,ど こかの家で家事の助 けが必要な時に出かけていっ

てするというような,臨 時の仕事でした。だから,あ ちこちの家が仕事先で

した。当時,私 の両親 は,ゾ フィーエン通 りSoPhienstraBeに 住んでいました

が,こ の一帯は上流家庭の人び とが住む地域だったので,近 所の家々から声

をかけられた と聞いています。つまり,「あの家の奥さんが手伝いに来て くれ

るわよ」などと口から口へ と伝わっていって仕事が舞い込んだようです。

私の母 も父 も初婚です。母が流産や死産を経験 しているかどうかは,私 は

は知 りませ。母 は,84才 で亡 くな りましたが,下 腹部の苦 しみを訴 えたこと

はありませんで した。彼女は,9'人 の子供 を,み な普通に安産で出産 し,ど

の子 も,み な健康で元気に大 きくなりました。

母は,SPDの 党員でもなかったし,労 働組合に組織されてもいませんでし

た。 しかし,彼 女は,ウ ィルヘルム ・ブラッケWilhelmBrackeの 熱心な賛

美者で,い っも彼のことを話 していました。彼 は,1880年 に亡 くなっていま

すが,母 は,彼 のことを知っていたのです。例えば,彼 女は,彼 の葬式 に赤

いブラウスを着て参列 した ら,年 上の人々が,「ああ,こ こにも彼の賛美者が」

と言ったのだそうです。

母は,第 二次世界大戦中,1944年 に亡 くなりました。幸いなことに,彼 女

は空襲 を体験 しませんで した。1944年 の10月 には,彼 女はもういなかったの

ですか ら,そ うです,44年 の夏に彼女は亡 くなったのですよ。死亡の原因は,
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老衰でした。 ともか く,食 べる物がなかったのです。母が必要 とした栄養が

とれず,少 しぼかりの ミルクなどしか,も うなかったのですよ。1944年 は,

非常時で したか ら,十 分 な食糧はなかったのです。 しかも,そ の後 は,食 糧

はもっと乏 しくなっていきました。

私の家族は,大 家族だったので,親 戚 との付 き合いや,両 親がそろって酒

場へ行 くといったような,社 会的な付き合いはしませんでした。

2.兄 姉た ちについて

私 には4人 の兄 と4人 の姉がいます。兄姉の誕生日は,私 のすぐ上の兄の

アルフレットAlfredの 誕生 日しか覚えていません。彼 は1901年5月27日

に生 まれました。3番 目の兄のワルタ・-Walterは,1898年7月 生まれです。

他の兄姉の誕生 日はわかりません。私は,末 っ子です。私が生まれた とき,

一番上の姉は,24才 か25才 でした。ほとんどの子供が,3～4年 おきに生 ま

れたのです。兄姉たちは,今 はもう,み な亡 くなって,私 一人しか残 ってい

ません。私の兄姉は,み な結婚 しました。独身の者はいませんでした。

長兄 は,塗 装工で した。次兄は製粉機械製作のエンジニアで した。そ の下

がワルターで,私 と同 じ機械工でした。その次のアルフレッ トは,商 人で し

た。

姉たちは,み な主婦でした。彼女たちは,職 業教育 を受 けませんでした。

長姉1ま,フ ィービッヒ印刷所DruckereiFiebigで,補 助の仕事をしていまし

た。どこかの店で客に商品を手渡すような仕事をしていた こともありました。

その下の二人,ア ルマAlmaと エラEllaは 働 きに出ずに,す ぐに結婚 したの

だ と思います。

一番下の姉は,第 一次大戦 の犠牲者です。彼女は苦労 した末に,あ る製袋

工場で働 きました。そこで袋縫いなど軍隊用の仕事をしていたのです。彼女

の夫 は戦死 しました。彼は海軍の兵隊で,二 人はハ ンブルクHamburgで 知 り

合いました。彼女は,ハ ンブルクで女中をしていました。次兄がハ ンブルク
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のネルゲル&ケ ンプ社2VOrgel&Kempに 行 って,エ ンジニアとして働いて

いたので,姉 を呼び寄せたのです。そこで彼女は,良 い職について,素 晴 ら

しい男 とも知 り合い,結 婚するつ もりだったのです。そんな時に,1914年,

あの惨事で,あ っという間に彼はいなくなってしまったのです。船 は沈んで

しまいました。可哀相な女の子は,そ こに残 されてしまったわ けです。そこ

で,彼 女はまた家に戻ってきました。当時,も うだれも女中を雇 うなんて事

はできませんでしたから,こ この製袋工場へ行って,縫 い手 として袋を縫っ

たのです。その後,彼 女 は,や もめの男 と結婚 しました。当時,若 い娘がた

くさん残っていたのです。まった く多 くの男たちが戦死 したのですか ら。ほ

ぼ一人の男にたい して十人 もの娘がいたのですよ。

私の兄姉は,み な,お だやかな性格です。私のす ぐ上の兄のアルフレット

は,私 よりも4才 年長です。私たちは,あ まり良い関係ではなかった けれど,

まあまあ理解 し合っていました。

第一次世界大戦後は,み んながツェラー通 りの家に避難iしてきました。

っまり,ワ ルターが戦場か ら帰 ってきました。ワルターはイギ リスの捕虜

生活から戻ってきたのです。1919年 にイギリスの捕虜生活か ら解放 されたと

いうわけです。そこで,両 親のところに転が り込んできたのです。

兄のヴィリーWilliは,神 経性ショックを受 けてきました。彼は,重 砲隊に

いましたが,ラ ンスReimsで 嵐に遭い,倒 れたのですが,そ のためにおかし

くなってしまったのです。彼は,も うまった く,以 前の彼ではな くなってし

まいました。彼は,フ ライブルクFreiburgの 辺 りの,ブ ライザッハBreisach

というところに精神病院があるのですが,そ こか らここの両親の家に送 られ

てきたのです。そして,そ の後さらに,家 か らケーニ ッヒスルッターκ伽 郷 一

lutterに送 られ,ま たそこを退院 して,家 に戻 ってきたのです。彼 は,ほ んの

ちょっとした事で興奮 しましたか ら,想 像できると思いますが,母 にとって

は,そ れはまるで拷問を受けているようなものでした。彼は,健 康な人間と

して戦争に行 ったのです。エレガン トな紳士 として出ていって,廃 人になっ

て帰ってきたのです。歩兵 として,人 間 を馬鹿みたいに大量に消費するのを
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理解できなかったのです。「榴弾砲の上へ行 け」,「榴弾砲の下へ」などなどと

命令 されて,そ んなご奉公がね,理 解できなかったのですよ。彼 は,1913年

に兵隊になり,す ぐに,1914年,最 初の日に戦闘に出たのです。彼は,ま さ

に活動的な兵隊でした。そして,戦 闘し,あ っと言 う間にへし折れ,役 立た

ずになって しまったのです。そんなことに,だ れで もが耐 えうるというわけ

ではあ りません。彼 は,戦 争で壊されてしまった,本 当の戦争犠牲者で した。

彼は,51才 の若 さで亡 くなってしまったのです。

3.祖 父 母

父 方 の祖 父 母 は,私 が 生 まれ た 時 に は,も う亡 くな っ て い ま した が,母 方

の 祖 父 母 の こ とは,覚 えて い ます 。祖 父 は,と て もゆ っ た り と した 人 で した 。

祖 母 は,怒 りっ ぽ い 人 で した 。 例 え ぼ,私 が 祖 父 母 の 家 に行 く と,私 を何 か

で 喜 ぼ せ よ う と して,ラ ー ドを塗 っ たパ ン と リ ン ゴ を を くれ ます 。 そ れ は,

私 の弱 い 胃 に とっ て は毒 な の で,そ のパ ン を食 べ な い で い る と,彼 女 は,私

をひ ど く叱 りつ け ま した 。 で も,私 の 胃 は ラー ドを受 け つ け な い の で す よ。

そ ん な こ とが あ っ た の は,私 が5才 か6才 の 頃 の こ とで した 。 彼 女 が 私 に そ

ん な風 に振 る舞 っ た の で,も う祖 母 との 関係 は終 わ りで した 。私 は,そ の後,

も う二 度 と祖 父 母 の 家 に は行 き ませ ん で した 。

祖 父 は,ブ フ ラ ー 社FirmaBuchlerで 働 い て い ま した 。 当 時,こ の会 社 の

こ とを キ ニ ー ネ 工 場 と呼 ん で い ま し た。 彼 が そ こで ど ん な仕 事 を し て い た の

か は,知 りませ ん が,と に か く彼 は,そ こに長 い 間,勤 め て い ま した 。彼 は,

住 居(い わ ゆ る フ ラ ッ ト)と,彼 らが 住 ん で い た家 を持 っ て い ま した が,そ

れ らは今 は壊 さ れ て し ま い,何 も残 って は い ませ ん。こ この フ ラ ン ク フ ル タ ー

通 りFrankfurterStraBeは,今 で は,ほ とん どが 工 場 の建 物 と工 場 の敷 地 ば

か りで す 。 当 時 は,小 さ な 家 々 が 並 ん で い ま した 。 そ れ らは,こ の キ ニ ー ネ

工 場 の もの で,祖 父 は,そ うい った 家 の 中 に あ る住 居 を持 っ て い た の で す 。

父 方 の祖 父 は,パ イ ネPeineの シ ュ メ ー デ ン シ ュ テ ッ トSchmedenstedtの
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出身で,牛 のブローカーでした。彼は,シ ュメーデンシュテットか らヴェン

デブルクに移 りました。ヴェンデブルクに土地を持っていたのですが,そ れ

を私の父にではな く,他 の息子に残 しました。私の父は,都 会の女 と結婚 し

たので,父 の相続権が奪われたのです。父は,村 の娘 と結婚 しなけれぼなら

なかったのです。っまり,父 の母親が父の相続権 を否定 したというか,奪 っ

たのです。祖母 は,長男が都会の女 と結婚 した ことをずっと許そうとしなかっ

た というわけです。

父方の祖父母が何才まで生 きていたのかは,わ か りません。母方の祖父母

にっいても知 りませんが,母 方の場合 は,い ずれにして も大変長生 きしたの

で,80才 にはなっていたはずです。母方の祖母が働いていたのか どうかは知

りません。

4.両 親の 家の住居

〈ア イ ヒタル 通 りの 住 居 〉

私 は,ア イ ヒタ ル 通 りEichtalstraβeで 生 まれ ま した 。私 の生 まれ た家 は,

今 は,新 し く建 て直 され て い ます 。 そ の 家 は,私 が 生 ま れ た 当 時 す で に,か

な り壊 れ て い た の で す。 そ の 家 は,ア イ ヒ タ ル 通 り とク ロ イ ツ カ ン プ通 り

Kreu2kamPstraBeの 角 に あ り ま した 。家 の 番 号 は知 りませ ん 。私 の両 親 に は,

子 供 が た くさ ん い た の で,し ぼ し ぼ引 越 し を し な けれ ば な り ませ ん で した 。

だ か ら,ど の く らい,こ の家 に住 ん で い た の か は わ か り ませ ん 。

〈ノ イ シ ュ タ ッ トリン ク の 住 居 〉

ア イ ヒタ ル 通 りの 家 の後,ノ イ シ ュ タ ッ ト リン クNewstadtringに 住 ん で い

た こ と もあ り ます 。 ア イ ヒタ ル 通 り とい って も よい ほ どに近 い 所 で す 。 これ

は,私 の 記 憶 に あ る2番 目 の 家 で す が,家 の番 号 は知 り ませ ん 。
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〈ロス 通 りの住 居 〉

そ の後,ロ ス通 りRoBstraBeに 越 して き ま した 。 今 の エ ル ン ス ト ・ア ン メ

通 りErnst-Amme-StraBeで す 。この家 が 通 りの何 番 で あ っ た か もわ か りませ

ん 。

〈ゲ ッテ ィ ン グ通 りの 住 居 〉

私 た ち は,そ の後,ゲ ッ テ ィ ング 通 りGb'ttingstraBe24番 に越 し ま した。

そ の 頃,兄 が 今 のMIAG社,つ ま り当時 の ア ン メ ・ギ ー ゼ ッケ&コ ー ネ ゲ ン

社Amme,Giesecfee&Konegenで 働 い て お り,稼 ぎが よ か っ た ので,高 級

な 住 居 に入 りた か っ た の で す。 だ か ら,彼 が 家 賃 を持 つ こ とに な った の で す

よ。 それ で,私 た ち はゲ ッテ ィ ン グ通 りに越 し て きた とい うわ けで す 。 そ の

通 りは,当 時,ま っ た く高 級 な家 の 並 ぶ 通 りで した。バ ル コニ ー な ん か が あ っ

て,蝋 で 磨 きあ げ られ た 寄 せ 木 張 りの 床 とか,と にか く何 で も あ っ た の で す 。

私 た ち は,よ くこ の床 の 上 を滑 って 遊 ん だ もの で す。

家 の 中 の造 りや 外 観 な どの記 憶 が あ る の は,ゲ ッテ ィ ン グ通 りの 家 か らで

す が,こ の住 居 は,バ ル コニ ー の あ る部 屋 は寄 せ 木 細 工 の 床 で した し,と て

も素 晴 ら しい 住 居 で した 。 バ ル コニ ー も本 当 に素 晴 ら しい もの で した 。 他 に

住 ん だ 住 居 に は ど こに も,バ ル コニ ー は付 い て い ませ ん で した か ら。ゲ ッ テ ィ

ング 通 りの住 居 に は,は っ き り と私 の記 憶 に は あ り ませ ん が,多 分,4部 屋

か5部 屋 く らい あ っ た で し ょ う。 とて も大 きな 住 居 で した 。

そ の う ち に,こ の兄 が ハ ン ブル ク に行 っ て し ま っ た の で す 。 彼 は,エ ン ジ ニ

ア に な った の で す 。 この 兄 は,た くさ ん い る兄 た ち の 中 で も上 の 方 の,次 兄

で す 。そ れ が1913年 の こ とで した 。そ こで 私 た ち は,ま た もや この 住 居 を 出

な けれ ば な り ませ ん で した 。 父 は,こ の住 居 の 家 賃 を払 う こ とは で き な か っ

た の で す 。そ こ を 出 て,ア マ ー リエ ン通 り.4malienstraBe4番 に越 した の で

す 。
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〈アマー リエン通 りの住居〉

アマーリエン通 り24番 に越 してきたのは,私 が学校に行っている時で,2

年目の時でした。私が入学したのは1911年 ですから,1912年 にここへ越 して

きたのです。1912年 か ら1917年 まで,ア マー リエン通 りに住 みました。ア

マー リエ ン通 りの住居 は,3部 屋の住居でした。 この住居専用の廊下があ り

ました。地下室の物置 もあ りましたし,屋 根裏部屋の物干 し場 もありました。

トイレは,階 段室に共用の トイレがありました。浴室 はありませんで した。

当時の家には浴室 というものはなかったのです。ゲッティング通 りの住居に

さえも浴室 はありませんで した。しか し,ゲ ッティング通 りの住居には,住

居の中に専用の トイレがありました。 しかし,こ のアマー リエン通 りの住居

は1階 にあったので,外 か らの汚れや冷気 に母が嫌気をさしました。1階 の

住居なので,い つ もひどく寒 くて,大 変だったのです。そこで,ま た引っ越

しました。

〈ぺ トリ通 り とツ ェ ラ ー通 りの 住 居 〉

次 は,1917年 に ペ ト リ通 りPetristraBe25番 の 家 へ 引 っ越 し ま した 。ペ ト

リ通 り と次 の ツ ェ ラ ー通 りの住 居 も3部 屋 の 住 居 で,屋 根 裏 部 屋,地 下 室,

専 用 の 廊 下 な ど も同 じ よ う に あ り ま した 。 私 は,こ の 通 りに住 ん で い た時 に

結 婚 し て,家 を出 ま した 。 この住 居 も母 に は気 に入 りませ ん で した 。 そ れ で

また もや,1918年 に ツ ェ ラ ー通 りCellerstraBe94番 に越 した わ けで す 。

〈ツェラー通 りの住居〉

この家には女の家主代理人 までいました。彼女が家の管理をしていたとい

うわけです。ツェラー通 りの住居 には,台 所 に小さなバルコニーがありまし

た。私は,親 戚や他人 と一緒に住んだ ことはありません。私の両親 と兄弟の

みでした。小 さい頃は,平 和でしたが,そ の後,戦 後の混乱があ りました。

つまり,ワ ルターが戦場か ら帰 ってきたのです。1919年 にイギリスの捕虜

生活か ら解放 されたわけです。そこで,両 親の ところに転が り込んできたと
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いうわけです。そして,兄 のヴィリー も神経性 ショックを受けて両親の この

家に帰ってきました。

5.労 働者居住地域の様相

ベ ッケ ン ヴ ェ ル カ ー 通 りB6ckenwerkerStraBe,ラ ン ゲ 通 りLange

StraBe,ヴ ェー バ ー 通 りVVeberstraBeな ど は,労 働 者 の居 住 地 域 で した 。

こ こ ら辺 の地 域 は,純 粋 に労 働 者 居 住 区 で した 。 特 に,フ ー ゴ ・ル ター 通

りHzago-Luther-StraBeに は,労 働 者 しか住 ん で い ませ ん で した 。この通 り は,

今 は,ヴ ェ ス ト通 りWeststraBeと 呼 ば れ て い ます。この 通 りの命 名 の 由来 は,

この通 りが,西 へ 延 び て い るか ら とい う だ けの こ とで す 。 こ こに は ル ター 工

場Lutherwerfeが あ っ た の で,労 働 者 しか住 ん で い な か っ た の で す 。ル ター 工

場 は,当 時,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ クで 最 初 に で きた 工 場 の ひ とつ で した 。 そ

れ に,今 は ジー メ ン ス社Siemensの 工 場 が あ る ア ッカ ー 通 りAckerstraβeに

は,マ ッ ク ス ・ユ ー デ ル 社MαxJtidelが あ り ま した 。 当 時,こ れ らの 会 社 の

人 々 が,工 業 に よ って ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク を発 展 させ た の で す が,そ れ に,

MIAG社 つ ま りア ン メ ・ギ ー ゼ ッケ&コ ー ネ ゲ ン社 が 加 わ ります 。

そ れ に1908年 に は,ビ ュ ッ シ ン グ社 が 創 立 さ れ て い ま す 。 い ず れ に せ よ,

1912年 に は,ビ ュ ッ シ ン グ社 は,最 初 の トラ ッ ク を 出荷 して い ます 。先 ほ ど

話 した ル タ ー 工場 や ヴ ィル ケ 工 場Wilfeewerke,そ れ に い ろ い ろ な 工場 が で き

ま した 。 マ ッ クス ・ユ ー デ ル 財 団Mex-Jtidel-Stzftzangは,今 も まだ あ り ます 。

ハ イ ン リ ッ ヒ ・ビ ュ ッシ ン クHenrichBtissingは 枢 密 顧 問 官 で した が,彼

は,最 初 は鉄 道 の 信 号 扱 所 で 働 い て い ま した 。 そ の後,今,ビ ュ ッ シ ン ク社

が あ る ビ ュ ッシ ン ク通 りBtissingstraBeで,ハ イ ン リッ ヒ ・ビ ュ ッ シ ン ク&

ゾー ン社HenrichBllssingundSohnを 興 し,鉄 道 の 信 号 機 関 連 の 物 を つ

くって い ま した 。 そ の後,ト ラ ック 工 場 を つ く りま した 。彼 は,初 め の 頃 は,

洗 濯 屋 を借 りて,最 初 の 車 を4～5人 の男 と一 緒 に作 っ た の で す,そ の後,

最 初 のバ ス を作 り,こ の バ ス は,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ クか らヴ ェ ンデ ブル ク
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ま で走 りま した 。 これ は,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク で 最 初 の路 線 バ ス で した 。

こ のバ ス は,今 の フ ォル ク ス ワー ゲ ン社 の ミニ ・バ ス くらい の 大 き さで し た。

6.学 校生活

第一次世界大戦の時は,私 はまだ小 さかったので,兵 隊に行 ってはいませ

ん。

1919年 に,私 は14才 で学校を出ています。学校時代のことを覚えています

が,私 にとって,そ れはまった く灰色の思い出です。

私は末っ子で したが,上 の兄たちが,ペ スタロッチ学校Pestalo2zischuleの

教師たちと衝突 していました。特 に兄のワルターは,と て も荒 っぽい少年で

した。それに兄のアルフレットがいました。私は末っ子で,そ の上がアルフ

レット,そ のまた上がワルターです。ワルターは,い つもサボっていました。

だから,あ る時,そ のことで教師のシャーファーSchaaferに 謝 らなければな

らなかったのです。アルフレットの担任の教師がシャーファーという名前で

した。それは,1913年 のことでした。私の兄 は,当 時,全 校でもっとも有名

なスポーツマンで した。昔は,セ ダン競技(:セ ダンは,フ ランス北東部の

工業都市で普仏戦争の激戦地)勘 磁陥既 励α跡 という戦闘競技がありまし

た。

彼 らは,い つ も,今 の教育大学のある,小 さな練兵場で この競技 をやって

いました。その練兵場 は,昔 はただの空き地だったのです。そこに,右 と左

に特別 に観覧席が作 られ,登 蓼用マス トが立てられ ました。そこに学校の生

徒たちが連れて行かれ,学 校でスポーツに優秀な生徒たちが,そ の競技に参

加 したのです。私の兄は,い つもこれに出ていました。彼は,も ちろんちょっ

と変わっていました。スポーツマンってのは,ち ょっとした誇大妄想癖 をもっ

ているものです。……その教師は,彼 を陥れようとしました。 というのは,

彼が少しばか り天狗になっていたからだ と思います。彼 は,半 分大人の体で

したが,教 室の中に入って来ると,そ の教師 は背中を机のほうに向けて立っ



日常生活史一G氏 の場合 189

て い ま した 。 そ して,兄 を倒 そ う と した の で,兄 は,た だ,胸 の 前 を突 い た

の で す。 そ う す る と教 師 の 方 が 机 の上 に 引 っ く り返 っ て し まっ た の で す。 教

師 が 逆 に 引 っ く り返 っ て し ま った の で す 。 そ こで,も ち ろ ん,私 の 家 のGと

い う名 前 は,教 師 た ち の問 で有 名 に な っ て し ま っ た と い うわ け で す 。

そ の後,私 は,ケ ッフ ェ ルKbJffelと い う名 前 の 教 師 の ク ラス に な り ま し た。

彼 は,体 操 教 師 の シ ャー フ ァー の 友 人 で した 。 これ は,私 が何 才 の 時 だ っ た

か?… … ラ ン ケ ガ ン クLankegangと い う教 師 の後 に ケ ッフ ェル で,そ の後

で した か ら,1915年 か ら1916年 の こ とで した 。ケ ッ フ ェ ル は,つ ま りシ ャー

フ ァー 教 師 の 友 人 で した 。 そ こで,私 の 父 が 社 民 主 義 者 だ とい う こ とが 話 さ

れ た の で す 。 そ ん な 時 に,私 が この 学 校 に 入 学 した の で す 。

この ク ラ ス で,私 た ち が も らっ た 算 数 の本 で は,か け算 の 「×」 の し る し

が,「 ・」 と記 され て い ま し た 。 そ こで,私 が,み ん な の 前 で そ の 本 を読 む こ

と にな り,12「 か け る」何 々 と読 む と こ ろ を,12「 点 」何 々 な ど と読 んで い っ

た の で す 。 そ こで,彼 が ど ん な風 に私 を殴 っ た と思 い ます か?こ の 「点 」

が,「 か け る」の し る しな んだ と,私 に説 明 す るか わ り に,彼 は私 を殴 っ た の

で す よ。 彼 は,い す の上 に立 っ て,あ た か も,私 が,彼 を馬 鹿 に した か の よ

うに,上 の 方 か らず っ と私 を殴 り続 け ま した 。 しか し,そ れ は,復 し ゅ う以

外 の何 もの で も なか っ た の で す。 この ケ ッ フ ェル は,ど う し よ う もな い ドイ

ツ民 族 主 義 者 で した 。 政 治 的 な理 由 も あ っ た の で す 。

学校で殴 られるという経験は,私 が6歳 の時の,プ レッセPresseと いう名

前の教師から始まっています。彼 は,私 を脚の問にはさみこみ,上 か ら殴 り

ました。いつも尻を殴ったのです。この男の変態的なところなのですが,私

がび くっとすると,そ れがさらに彼 を刺激 したのです。

彼 は,も う学校 を出た女の子たちを,午 後 に来させていました。私たちは,

2部 制で授業 を受けていたのです。午前に小 さい子たちが2時 間,そ して午

後の2時 間が上の学年の子たちに当て られていたのですが,こ の午後の時間

に女の子たちが招ばれていて,私 たちの授業が終わった後,彼 が私たちを殴
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るのを見ていなければならなかったのです。

みんなを殴ったわけでもなく,彼 らの気に入 らない子供たちを殴ったのです

よ。特に労働者の子供たちが殴 られたのです。つまり,下 層の市民学校 β伽

gerschuleで は,そ うだったのです。下層の市民学校では,す べてが無料だっ

たのです。当時,授 業料 もなかったし,い や,3カ 月に1回,1マ ルク払っ

ていた とは思います。その他には,本 や他のものはすべて無料でした。みん

な無料だったのです。中流層の市民学校mittlereBth'rgerschuleで は,両 親は

い くらか払わなければな らなかったのです。この学校の生徒たちは,た とえ

ば,機 関車の運転手の子供たちとか,公 務員の子供たちで,労 働者の子供た

ちは,み んな,下 層の市民学校へ行 っていました。当時の学校制度 は,そ う

いう風だったのですよ。中流層の市民学校の子供たちの親 は,裕 福な人たち

だったので,子 供たちをそういう学校へや ることができたわけです。

親たちは,子 供たちを通わせ る学校 を選ぶことはできたのですが,お 金を

払 うことができるか どうかが,決 定的だったのです。労働者は,そ んなお金

を支払 うことはできませんで した。公務員の子供が下層の市民学校へ行 くな

んてことは,あ りえませんで した。そんなことは,あ りえませんでした。 こ

の下層の市民学校 は,木 のカタコト靴学校 と言われた学校です。 これ らの学

校が悪い ということはないのですが,つ まり教育の質 は,ぜ んぜん悪 くはな

かったのです。つまり,知 能 という点において,こ の学校 の子供たちは,ち っ

とも劣っていなかったし,こ こを終えた後 に,あ の,ア ウグス ト広場.4ugmst-

Pladeの,今 のケネディ広場Kennedy-Pladeの,中 等学校へ行 く子供 もいたの

です。あの中等学校 には,選 ばれた者だけが行 った ものです。彼 らは,10才

の時にすでに,優 秀だとい うことを証明 してみせた ものです。 この中等学校

へ,ま さに下層の学校からも,中 流層の学校か らと同じように,生 徒が進学

して行 ったのです。しかし,彼 らは,優 秀なことを証明 しなければならなかっ

たし,と くに,ひ いきでなければならなかったのです。もちろん,い っ も,

教師がそうするつ もりがあるかどうかが決定的で した。
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私 は,ペ ス タ ロ ッチ 学 校 に 入 学 し ま し た 。 っ ま り,ペ ス タ ロ ッチ 通 り

Pestalozzi-StraBeの 下 層 の市 民 学 校 で す 。そ こか ら,両 親 が1917年 か18年 に

引 っ越 した の で,私 も もち ろ んペ ス タ ロ ッチ 学 校 か らデ ィー ス タ ー ヴ ェ ー ク

学 校Z)iesterweg-Schuleに 転 校 し ま した 。デ ィー ス タ ー ヴ ェ ー ク 学 校 は,ペ ス

タ ロ ッチ 学 校 と比 べ て,昼 と夜 ほ どの違 い が あ り ま した 。デ ィー ス タ ー ヴ ェ ー

ク学 校 の 教 師 た ち は,ペ ス タ ロ ッ チ学 校 よ り もず っ と,人 間味 が あ り ま した 。

こ この 先 生 た ち は,ペ ス タ ロ ッチ学 校 の よ うで は あ り ませ ん で した 。 こ こで

は,監 察 官 だ けが,そ うで した よ。 彼 の息 子 た ち は,私 の 世 代 な の で す が,

一 人 は
,ハ ノ ー フ ァ ー で 法 務 大 臣 にな り,も う一 人 は,弁 護 士 に な っ て,事

務 所 が カ ッ トレ ッペ ル1動 傭 吻61に あ りま した 。

デ ィー ス タ ー学 校 の シ ュネ ッカ ー先 生Schneckerは,エ ル パ ーOIPerに 住

ん で い ま した 。 彼 は,本 当 に人 間 味 の あ る人 で した 。

私 は,も う一 人 の生 徒 と一 緒 に,デ ィー ス タ ー ヴ ェ ー ク 学 校 か らペ ス タ ロ ッ

チ学 校 に転 校 し ま した 。私 た ち は,二 人 と もデ ィー ス タ ー ヴ ェ ー ク学 校 の生

徒 た ち よ り も良 くで き ま した 。 ペ ス タ ロ ッチ 学 校 で は,殴 られ な が ら,し ゃ

に む に 覚 え込 ま され た か らで す 。

昼 と夜 ほ どの違 い とい うの は,雰 囲 気 全 体 が 違 っ た の で す 。 教 師 た ち は,

例 え ば,ス タ ンチ ュStantsch先 生 は,自 然 愛 好 家 で した が,彼 は,自 分 の授

業 の 時 間 に な る と,「 み ん な,さ あ,一 緒 にお い で,外 に行 くそ 」 と行 っ て,

私 た ち を外 に連 れ 出 し ま した 。 デ ィー ス タ ー ヴ ェー ク学 校 も,ペ ス タ ロ ッチ

学 校 と同 じ タ イ プ の,下 層 の 市 民 学 校 で し た 。

1914年 まで の 子 供 時 代 は,私 に とっ て は,本 当 に悲 しい 時 代 で した 。良 い

思 い 出 は,何 も あ り ませ ん 。 教 師 た ちが,私 をひ ど く苦 し めた か らで す 。 そ

れ は,教 師 の プ レ ッセ か ら始 ま り ま した 。 そ の 後,1年 か2年 間,ラ ン ケ ガ

ンク 先 生 の ク ラ ス で した が,こ の 間 は,素 晴 ら しか っ た 。 こ こで,ほ とん ど

の事 を学 び ま した 。 そ れ か ら,あ の 不 格 好 な 大 男 の ケ ッ フ ェル に 受 け もた れ

た の で す 。彼 は,ひ どい 人 間 で した 。 そ し て,ヴ ァル ネ ッケWarneckeで す 。
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彼は,も っとひどかったのです。彼 は,農 民の息子で,猪 首の男でした。あ

あ,今 で もおそろしいのです。彼には,本 当に恐ろしさを感 じましたとも,

この男 には。

そこで,私 の母が私 を連れて,学 校の監察官SchzalinsPektorの 所に行 き,

私の尻のみみずぼれを見せ ました。そうした ら,監 察官が彼 を呼んで,彼 は,

そこに来 なければな らなかったのです。それ以来,も う殴られなくな りまし

た。彼は,私 を放っておいて くれました。彼は,椅 子 に座れないほ どひどく,

私を殴ったのです。母が私の体 を洗った時に,私 の尻にみみずぼれができて

いるのを見つけた とい うわけです。それで,彼 女 は,監 察官の所に走 ったの

です。教師たちは,家 で言いつけることができないほどに,私 達をひどく殴っ

た ものです。言いつけたのがわかったら,も っとひ どく殴 られたのです。だ

か ら,母 は,私 と一緒に監察官の所へ行 ったのです。当時は,学 校監察官 と

いい ました。それで,彼 は,ヴ ァルネッケを処罰 しました。殴るのは教育方

法ではあ りません。この監察官は理性的な男で,オ ッパーマン()PPermannと

いう名前でした。彼は,教 師に 「そんなことは,教 育方法ではありません。

殴っても,子 供たちには何 も教 えることはで きませんよ,暴 力では」 と説教

した ものです。

7.子 供時代の労働 と遊び

私の両親 には,9人 の子供がいましたが,子 供の頃,私 は働 いた ことはあ

りません。しかし,石 炭を地下室の貯蔵庫か ら,家 の中の住居に運ぶのを手

伝 った りはしました。石炭 を運ぶのも手伝 いました。父がリアカーを持 って

いましたが,私 はここの トゥルム通 りTzarmstraBeの ガス工場へ行ったので

す。今 は,こ のガス工場は大 きな規模になってしまい,当 時の建物など何 も

残ってはいませんが,こ のガス工場で,コ ークスを買ってきたのです。ここ

で買 うと,数 マルク分,安 かったか らです。それに父の庭のために,馬 糞 も

集めました。秋になって,父 が土 を掘 り起 こす とき,毎 晩,私 たちが車 にいっ
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ぽいの馬糞 を集めて くるのは,当 然の ことだったのです。アル フレッ トと私

がいつ も馬糞 を集めに出かけました。いっもブラウンシュヴァイク資源再生

所,つ まりゴミ収集所の厩舎へ と行 った ものです。当時は,何 でも馬車で運

搬 しました。馬車が外へ出る時間は,こ れ これの時間と決まっていたので,

その時問をみはか らって行きます。馬が動いて糞を落 とす と,そ れを私たち

が,す ばや くきれいに掃き取 ります。そうしてやると,リ アカーの車はすぐ

にいっぱいにな りました。私 は7才,8才 か9才 でしたが,修 業に入 るまで,

馬糞集 めをしました。家事は母がしてい ましたが,家 事の手伝いというと,

急 ぐときに,お 使いに出て,何 かを買って来 るくらいのもので した。普通 は,

買い物 は,母 が自分でしていました。だか ら,自 由になる遊び時間は,た く

さんあ りました。

子供の頃,一 緒 に遊んだのは,ほ とん ど同じ年頃のよその家の子供たちで

した。兄たちとは,年 がはなれていましたし,私 が10才 の頃は,ア ルフレッ

トは学校 を出ていましたから,も う一緒には遊べませんでした。私 は,他 の

子供たちよりも自由になる時間は多かった と思います。 とくに,母 は,い っ

も「もう,家 にいないで,消 えちまいなさい。近所に迷惑をかけないうちに」

と言ったものです。母は,男 の子は,思 う存分暴れるべ きだ と言っていまし

た。だから,「 うんと遠 くへ行って遊びなさい」と言いました。家の前の通 り

ではな くです。今の子供たちのように,家 の前や中庭では遊びませんで した。

親 の目に入る所からは消えて,ず っと遠 くへ行った ものです。

当時は,町 の中のいたる所 に,大 きな畑がありました。秋 には,そ こで走

り回ることができたのです。例えぼ,私 の体が成長 していた時期は,ア マー

リエン通 りに住んでいましたが,そ こにはアマー リエン広場があって,そ れ

は,素 晴らしい原 っぱで した。今は,こ こを緑地にしてあります。今じゃあ,

ここに子供など見 ることはあ りませんが,私 たちは,昔,そ の原っぱで飛び

跳ね回っていました。今は,緑 地になって,子 供 は動いていない し,芝 生へ
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の侵入禁止だなんて,ま った く馬鹿げています。そんな ことは,当 時はあ り

ませんでした。当時 は,こ の近所 に,今 は,も うみんななくなってしまいま

したが,ま だまだた くさんの森がありました。母は,私 たちを放 っておいて

くれましたか ら,思 う存分騒ぎまわ りました。今の子供たちは,そ れを思 う

と可哀相なものです。 この環境がです。

1914年,戦 争が始 まる前の最後の平和な年で したが,4週 間の学校の長期

休暇がありました。党 と労働組合が子供たちを各城門に集合 させて,そ こか

らピクニ ックに連れていって くれたのです。

たとえば,ア マーリエン広場に,週 に2回,集 合 し,そ こから音楽付 きで

パーヴェルシェン ・ホルツPawelschenHol2ま で行 きました。 まだ当時は,

森があったのです。今 じゃあ,少 しぼか りのブッシュがある くらいですが,

素晴らしい森だったのです。今 はレ/ストランになっている所 は,昔 は,と て

も大きな庭でした。子供たちは,そ こへ連れて行かれて,コ ーヒー とケーキ

を好 きなだけ飲んだり,食 べた りしたのです。その費用は,労 働組合 と党か

ら出ていたのです。

当 時 は,た とえ ば,労 働 者 合 唱協 会 な ど も あ り ま した 。 は っ き り と覚 え て

い ます が,ご 婦 人 方 も男 の人 た ち も,と て も感 激 して,彼 らの 唄 の 夕 べ に行 っ

た もの で す 。 労 働 者 合 唱 協 会 「ア イ ニ ヒカ イ ト」`Einigkeit'と い う名 前 な どの

協 会 が あ り ま した 。 労 働 者 の 間 に,あ る種 の 共 同体 が あ っ た の で す が,今 日

で は,そ うい った もの は,も うな くな っ て し ま い ま した 。

演 劇 協 会 な ど もつ くっ て,労 働 者 は,文 化 の分 野 で も独 自 の社 会 を つ く り

ま した 。 彼 らは,当 時,今 の レー ベ ン リ ン クRebenringと 呼 ん で い る,レ ー

ベ ンRebenに あ っ た,ガ ン プ リヌ ス ・ホ ー ル(inmPrinushalleで 上 演 し ま し

た 。 ガ ンプ リヌ ス ・ホ ー ル と呼 ん で い た けれ ど,そ こで この労 働 者 の演 劇 協

会 が 客 演 して,切 符 は い つ も売 り切 れ る ほ ど に,大 入 りで した 。 こ の労 働 者

演 劇 協 会 は,「 ア イニ ヒカ イ ト」 とか 「ア イ ン トラ ッハ ト」`Eintracht'と い う
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名前だった と思いますが,こ の演劇協会は,い ずれにせ よ,今 も残っている

と思います。 しかし,ま った く小さな規模でです。

8.親 子関係

私は,両 親のうち,母 との方が,よ り良 く理解 し合えました。父 とも良 く

理解はし合いましたが,母 は,精 神的に生 き生 きしていたのです。

父は,一 面的で した。彼 は,た だ自分の庭のことしか頭になかったのです。

とくに最後の頃ですが,私 は年老いた父しか知 らないのです。母は,子 供た

ちを分 けへだてせず,ど の子も平等にあつかいました。

子供の頃,両 親 と個人的な問題について話 し合 った ことはありません。両

親か ら性 に関 して説明されたこともあ りません。その関連では,今 の子供た

ちのようには,授 業を受 けませんでした。授業方法は,今 の とは,ま った く

違っていました。今は,ラ ジオやテレビなどが あります。

今の若者たちは,色 々な物 に注意すれば,私 達の頃の若者にくらべると,

もっと良 く自分 をのばすことができます。そんなことは,私 たちの頃にはあ

りませんで した。いい教師がいた ら,私 たちは動 きやすかった し,良 い教師

がいなけれぼ,何 もなかったのです。

私の母 は,父 に比べて,精 神的に良い状態だったし,生 き生きしていまし

た。母のそんな所 を私が受け継ぎました。父 は,た くさんの子供たちのため

にただただ働 き,い わぼ生存競争によって鈍感 になったのです。彼 は,も う

何かに関心を寄せることはな くなったのです。私が思春期 になったとき,父

は60才 でした。12才 の若者 と60才 の男が,ま だうま く理解し合えるものか

どうか,考 えてみて下 さい。子供が,こ っそりと,何 かを食べてしまっても,

私の両親は,9人 もの子供がいて,慣 れっこになっていたので,大 騒 ぎをす

るほどのショックは受 けませんでした。そんなことをしたことは,あ りませ
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んで した 。

私 は,一 度,窓 ガ ラ ス を壊 して し ま った こ とが あ りま す。 高 い 遊 び に つ い

て し まい ま した が,そ れ は起 こ っ て し ま った の で す 。 私 は,お し お きは 受 け

ませ ん で した 。 私 は,両 親 か ら殴 られ た 事 は な い の で す 。 殴 られ た の は,学

校 で だ けで す 。 ま った く,教 師 た ち の私 た ちへ の 扱 い は,と て も ひ どい もの

で し た。

両親の家には,い つ も金がなかったので,家 で金の話をする必要なんてあ

りませんでした。私の家だけでなく,一 般的にそうで した。だか ら,昔 は,

お互いの関係 も今 日よりも良 く調和が とれていたのです。

9.結 婚

私は,1934年 に結婚 しています。しかし,そ の最初の妻 はもう亡 くなって

いるので,今 の妻 は2番 目の妻です。

最初 の妻 は,1909年3月23日 に誕生 し,1968年 に亡 くな りました。マ

リー ・イエーネMarieltihneと い う名前でした。彼女 もブラウンシュヴァイ

ク生まれで,生 粋のブラウンシュヴァイクの人間です。妻の希望で教会で結

婚式を挙げました。 しか し,私 は,結 婚式後すぐに教会か ら脱退しました。

妻の宗教 も新教のルター派でした。妻の職業は,歯 科の補助看護婦でした。

ブラウンシュヴァイクの歯科で働 いていましたが,子 供が生 まれた後,1941

年に仕事 をやめました。彼女の父は,市 営牛舎の守衛で,母 は主婦でした。

結婚前,妻 は,フ ッテン通 りHuttenstraBeの 両親のもとに住んでいました。

私の最初の妻は,ぜ んぜん政治的ではありませんでした。 どこの協会 にも

入ってはお りませんでした。

最初の結婚の時,当 時は住居が不足 していて大変でしたが,幸 いにも妻の

勤めていた歯科医の患者に建設業者がいて,彼 が私たちに集合住宅の中の住
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居 を仲 介 して くれ ま した 。こ の住 居 は,当 時,フ リー ガ ー フ ィ ア テ ルFlieger-

viertelと 呼 ん で い た 地 域 に あ りま した 。 この 地 域 は,今 の ノル トフ ィア テル

Nordviertelで す 。 当 時 は,グ ン タ ー ・ブ リュ ッ ヒ ェ通 りGzantherBln'che-

StraBeと い い ま した が,今,何 と い う名 前 の 通 りに な っ て い るの か は,知 り

ませ ん 。

私 は,そ の 家 の管 理 人 の職 を引 き受 け ま した 。そ れ が 入 居 条 件 だ った の で,

そ う しな けれ ば,入 居 で きな か っ た の で す 。 しか し,そ の後,持 ち主 が,こ

の 家 をベ ル リ ン の ノ ル トシ ュテ ル ン保 険 会 社Nordstern-Versicherungに 売

却 した の で,こ の仕 事 をや め る こ とが で き ま した 。 しか し,新 しい持 ち 主 も,

また 私 を雇 お う と した の で す が,断 り ま した 。 私 は こ の仕 事 が ほ とほ と厭 に

な っ て い た ので す 。 この神 経 の 高 ぶ っ た 人 々 の住 む 家 で,家 僕 の 役 を演 じ る

な ん て,吐 き気 が し ま した 。賃 金 が,本 当 にた だ の 小 遣 い に も満 た な い,チ ッ

プ 程 度 の職 だ っ た の で す 。 だ か ら,こ ん な 職 は放 棄 し ま した 。 で も,住 居 に

は そ の ま ま住 み続 け る こ とが で き ま した 。そ の後,戦 争 が 終 わ っ た1945年 に,

こ こ を 出 な けれ ば な らな か っ た の で す が,サ ッカ ー 仲 間 が ウ ィ ル ヘ ル ム ・ボ ー

デ 通 りMZilhelm-Bode-Straβeと ヴ ァーべ 通 りWabestraBeの 角 の 家 に住 ん

で い た の で す が,彼 は こ の家 の持 ち主 で もあ り,こ の 家 の1部 屋 が 空 い た の

で,私 達 は ラ ッ キ ー な こ とに,こ こ に入 居 で きた の で す 。

私 た ち は,結 婚 前,1928年 か ら婚 約 して い て,1930年 に結 婚 す るつ も りで

した 。 しか し,私 が 失 業 し て し ま った の で,34年 まで 待 った の で す 。私 た ち

の ど ち ら もお互 い に婚 約 を望 ん だ の で す が,さ あ,結 婚 し よ う と言 っ た の は,

私 で した 。

私 と彼 女 の 間 に は,息 子 が 一 人,生 まれ ま した 。息 子 は,1941年4月23日

に ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク で誕 生 し ま した 。 彼 は ユ ル ゲ ン 形 怨観 とい う名 前

で す 。 彼 に も,ま た 息 子 が い ます 。 彼 は,働 い て い る の は,ザ ル ツギ ッ タ ー

Salagitterに あ る フ ォ ル ク ス ワ ー ゲ ン社 の工 場 で,車 の コ ン トロ ール,つ ま り

最 終 コ ン トロー ル を して い ます。
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私 は,最 初 の妻 の死 亡 後,1973年 に再 婚 し ま した が,も う7年 に な り ます 。

2番 目の 妻 は,テ ユ ー リン ゲ ンThdiringen生 まれ の生 粋 の テ ユー リ ンゲ ン

の 人 間 で,1929年9月29日 に,テ ユー リ ンゲ ン の ア イ ゼ ンベ ル クEisenberg

で 生 まれ ま し た。

こ の妻 の 結 婚 前 の 名 前 は,エ ル ナ ・へ 一 ン ラ イ ンErnaHde'hnleinで した 。

私 た ち は,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ クで 結 婚 し ま した が,教 会 で の 結 婚 式 は挙 げ

ませ ん で した 。 私 た ち は,二 人 と も教 会 か ら脱 退 して い ます 。 彼 女 は,い わ

ば 「宗 教 」 を学 ん で い ませ ん 。 戦 争 中 に大 き くな っ た の で す が,「 宗 教 」の 授

業 は,授 業 の時 間割 か らは ず され た の で す 。彼 女 は,1945年 に堅 信 礼 を受 け

ま した 。 堅 信 礼 の前 に8週 間,多 分,少 し 「宗 教 」 の 授 業 を 受 け ま した 。 と

くに堅 信 礼 を受 け た こ とが 負 担 に な っ た こ とは な か った そ うで す が,後 に,

経 済 的 な負 担 か ら教 会 を脱 退 し ま した 。

10.性 ・避 妊 ・妊 娠 中 絶

〈性〉

私は,家 で,両 親から性に関して説明された ことはありません。す ぐ上の

兄のアルフレッ トからは,説 明を受けました。そういう類の話 は,一 人から

また別の者 に口から口へ と伝 えられたものです。アルフレットは,私 よりも

4才 ほど年上ですが,彼 はそういうことについて,す でにた くさんのことを

知 っていました。彼 は,も うご婦人方から引っ張 りだこだったのです。他 に

男がいなかったか ら,彼 女たちは,若 者 を頼 りにしたのです。彼が私に説明

して くれたのは,私 が学校 を出た13才 の時です。それ以前にも少 し,私 たち

は,そ のことについて話はしたのですが,し か し,私 はそれまでまった く無

邪気で,人 間には2種 類 あるということを知 りませんでした。本当です とも。

この方面では,私 たちは,ま った くお くてでしたが,そ れをとくに残念 と思っ

てはいません。

私は,13才 で知ったわけですが,そ れで十分に早熟だった と思います。そ
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の時,私 は,も う女の子 と知 り合いになっていたので,兄 に質問したのです。

この年頃 になると13才 ですか ら,も う一つの性に関心を持 つものなのです

よ。もし,兄 がいなかった ら,多 分,母 親 に尋ねていた ことでしょう。でも,

私には兄がいました。兄の ことは良 く知っているし,遠 慮することのない間

ですしね,彼 とああだ こうだ と話 しているうちに,啓 蒙 もして くれたのです。

結婚前に性関係 を持つチャンスは,た くさんありました。私は美男子だっ

たのですよ。家の玄関前 に2人 か3人 の女の子が立って,口 笛を吹いて,下

へ降 りて くるようにと私 に合図を送 って,待 っているのです。私たちの家の

後ろ側には出口があ りました。前か ら後 ろへ抜 けるようにで きた家の構造

だったのです。そこで,私 は後ろの出口を通 り,板 垣 と次の板囲いを乗 り越

えると,2～3軒 先の家 まで行ってしまうのです。女の子たちは,ま だ家の

前に立っているというわけです。一度 に,そ んなにた くさんの女の子の相手

はできませんから,逃 げ出しました。多すぎました。彼女たちは,私 の こと

を好 きでした。だか らといって,私 が どうにかできたわけで もありません。

まあ,私 は,家 の前で大騒 ぎはした くなかったのです。そんなことが起 こっ

ては,ば つが悪いですから。

私が初 めてキスをしたのは,14才 の時です。でも,そ れはまった く無邪気

なものでした。相手は,学 校の同級生で,可 愛い女の子でした。私たちは,

もうお互いに知 り合っていました。彼女は,い つもウサギに餌 を与えに,庭

へ行かなけれぼならなかったのです。そんな時,い い香 りの空気の中で,彼

女を腕の中に抱いたのですが,そ れ以上の ものではありません。

私の初 めての性体験の相手は,年 上の女の子で した。彼女は17才 で,私 を

まあ誘惑 したのです。私 は,そ の時,14才 でした。私が14才 で,彼 女が17

才でした。彼女 は,そ の当時,私 たちがパンを買っていたパ ン屋の親方の も

とで,働 いていました。そして,私 を,い わば誘惑 したのです。
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〈避妊〉

避妊については,私 たちは 「気 をつける」 ということしか知 りません。つ

まり,途 中でやめるということです。射精の前にやめるということです。自

制心というものがありました。両親が9人 もの子供を持 って,ど んなに苦労

したかを知っているので,同 じように苦労 をしたいとは思いませんで した。

もう一人,子 供 を世に送 り出さないだけの自制心を,持 ち合わせていた とい

うわけです。 コンドームは高すぎて,そ れ を買うだけのお金は持ち合わせて

いませんでした。

私の両親が避妊具を使用していたか どうかは,私 はまった く知 りません。

兄は,避 妊具のことや事前 に性器を引き抜 くことを話 して くれました。私が,

そのようなことを13才 で知ったのは,当 時の事情では,か なり早いほうだと

思いますが,そ れは私 に兄姉がいたか らです。よその家の子供たちで,私 よ

りも良 く知っている子供 もいました。彼 らに比べたら,私 などは孤児のよう

なものです よ。 とくに中等学校の生徒や もっ と上の学校の生徒たちは,私 た

ちとはくらべものにならないほど,ず っと良 く知っていました。彼 らに くら

べたら,私 たちなど,無 邪気なものでした。特にギムナジウムの生徒たちは,

早熟でした。私たち下層の市民学校の生徒は,本 当に無邪気で した。

〈妊 娠 中絶 〉

私 と最 初 の妻 は,ノ イ エ ン通 りIVeuenStraBeに あ る ア トラ ンテ ィ ッ ク ・カ

フ ェAtlantikcafeで ダ ン ス を通 じて,知 り合 い ま した 。 そ の時,私 は24才 で

した 。

当 時,妊 娠 中 絶 に つ い て は聞 い た こ とが あ ります が,関 心 は,あ りませ ん

で した 。 妊 娠 中 絶 な ど につ い て は,お お っ ぴ ら に は話 され ず,曝 か れ る調 子

で話 され る だ けで した 。

妊 娠 中絶 を す る とい う こ とで有 名 な,2～3人 の 医 者 が い ま した 。 しか し,

そ れ は,秘 密 を守 る とい う暗 黙 の 了 解 の も と に話 さ れ て い た の で す 。 妊 娠 中

絶 の 手 術 を した 医 者 と して 知 っ て い る の は,患 者 に み な 「君 は,」 と親 し げ に
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話 しかけていたけれど,え え一と,何 という名前だったか。ナチスが彼をっ

かまえようとしたけれど,婦 人たちは,彼 を売 り渡 さなかったのです。名前

を思い出せ ません。彼 は,婦 人たちのあいだで,と ても有名でした。

婦人たちは,彼 を裏切 らなかったのです。彼 も実際に大騒 ぎすることな く,

彼女たちを助 けたのです。彼はユダヤ人でしたが,そ の後,逃 げました。彼

は,逃 げなければならなかったのですよね。そういった事 にっいての私の立

場は,避 妊するつ もりなら,ま ず事前に気を付 けること,第 二に,医 者がそ

れを処置する事 にも賛成 ということで,絶 対にそれに反対 はしません。それ

は,当 然の ことで,今,教 会が,な んだかんだ と指示しているような内容 は,

くだらないのです。つ まり,い ずれにしろ,運 悪 く,妊 娠 して しまい,子 供

が生 まれてくるべきでないなら,医 者が介入 してもよいと思います。私の兄

姉たちも私 と同じ意見でしょう。

11.職 業 生 活

私は,1919年 に修業を始め,1921年 に終えました。1923年 の秋まで働 けた

けれ ど,そ うこうするうちに,大 変な時期になりました。そこで親方が破産

,したのです。それで,私 はできることは,何 で もして働 き,稼 ぎました。あ

る鉄の再生工場で,つ まり,古 屑鉄業ですが,14日 間,チ ッピングハ ンマー

な どの工具を修繕 した りしました。それに,当 時 は,何 でも馬車で運んでい

ましたから,馬 車の駐車場の,餌 桶や飲み水用のバケツ吊り装置なども修繕

しました。まだ トラックはなかったのです。ビュッシング工場があって,ト

ラックを作 っていましたが,ブ ラウンシュヴァイクには,ト ラックは,ま だ

多分,4台 か5台 のものでした。というのも,最 初に生産 された トラックは,

みんなロシアとトルコの戦争用に納入されましたからね。ビュッシング氏は,

それで一財産を築いたのですよ。それで金持ちになったのです。それから,

29年 からの恐慌期が始まったのです。
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私 は,1923年 に失業 し,1925年 にビュッシンク社で機械工 として働 き始め

ました。ビュッシンク社では,工 場の修理部で,1930年3月 まで働 きました。

それか ら1932年11月 まで失業 していました。だから,23年 秋から25年 春 ま

での,1年 以上 にわたる,長 い失業生活を2度 も送ったのです。その間,あ

ちこち至る所 に仕事を探 しに行ったものですよ。 もっとも悲しかったのは,

父が70才 になってもまだ働かなければならなかったことです。そして,父 が

稼いでいたので,私 は1ペ ニ ヒも失業手当を受けなかったのです。私は両親

の家にいましたから,父 に養われていたわけです。つ まりは両親に養われて

いたということです。それが どんなに辛いものか想像できるで しょうか。私

がその前に短期間の仕事で獲得 したもの全てが,無 になったわけです。若者

が自立 をしなければならない,ま さにこの若い時期に,そ のような悲しい経

験をし,本 当にこたえました。 しかし,そ のようなことは,私 の身の上にだ

け起 こったわけではありません。

私 と同じ年頃の者皆に起 こって,み んなが失業したのです。約700万 人か

ら800万 人が失業 したのですよ。 この時期,私 は自分の住居は持っていませ

んでした。両親の家以外の何処に住むことができたで しょうか?私 の回 り

では,も っともっと悲 しいことがた くさん起 こっていました。

まだ私が とても若かった頃,ガ ルテン通 りGartenstraBeに 集まりました。

つまり,大 勢の失業者が集 まって,ガ ルテン通 りを出発点 に,抗 議行進をし

ようとしていたのです。そうした ら,と っぜん,ブ ラウンシュヴァイクと近

隣中の警察官が,私 たちを取 り巻 き,私たちは,ミ ュンツ通 りMtz'ngstraBeへ,

つまり警察署に連れて行かれた ものです。

私は,失 業中は,あ る零細規模の親方の もとで,臨 時雇いの仕事が くると,

働きました。 しかし,い つも3週 間から4週 間 くらいの雇われ仕事でした。

それ くらいの仕事では,そ の稼ぎで,仕 事道具 を修理 した り,ど うしても必

要な靴 を一足買 える程度でした。
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1930年 の経済恐慌時の2度 目の失業前 は,労 働組合 に加入 していました

が,こ の2度 目の失業時に,初 めて労働組合か ら20週 間分の支援金 をもらい

ました。私の稼 ぎは良かったので,失 業手当も悪 くはありませんでした。え

え,私 はなんとか努力 して,う まく切 り抜けたのです。労働組合からの支援

金がい くらだったかは,覚 えていませんが,い ずれにしても結構な額だった

と思います。なん とか生活 してい くのに大いに助 けになったのですから。2

度目の失業は1年 半続 きましたが,そ の問,私 はずっと失業手当を受 けてい

ました。それに労働組合からも20週 間,援 助金をもらっていたわけです。そ

の後 は,も ちろん先細 りでしたが,だ んだん質素になってい くものです。バ

カなことに,そ れ以前は慣れ親 しんでいたタバ コも,吸 わな くな りましたし,

だんだん質素にな りました。

しかし,付 けくわえると,私 は,戦 後の,1950年 代始めにマイスターにな

りました。というのは,私 は正規の職業教育 を受けた機械工で したが,ビ ュッ

シング社 の板金部 に回されました。ビュッシング社は,今 の東独地域 にあっ

た工場 を放棄 しなければならなかったのです。つまり,東 プロイセンのエル

ビングElbingに 自動車の車体製作工場があったのですが,ロ シアに占領さ

れたからです。私は板金の修業 もしたのですが,こ こでは板金工が不足 して

いたために,板 金をすることができたのです。板金はとても繊細な感覚のい

る仕事です。それで,仕 事 に慣れた後,私 はマイスターになったのです。

その後,気 管支喘息がひ どくなったのをきっかけに,1968年 に年金生活に

入 りました。

12.宗 教 ・政党 ・労働 組合 ・帰属意識

〈宗 教 〉

私 の 名 前 は リ ヒ ャ ル トRichardで す 。私 は1905年 に生 ま れ ま した 。私 が 生

まれ た 時,父 は も う48才 で した 。 母 は42才 か43才 で した 。
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父は,ま だ教会にとどまっていました。新教で した。母の宗教 も,新 教で

す。

私 は,新 教で洗礼 されましたが,1924年 か1923年 頃に教会は脱退 しまし

た。 、

私 は,1919年 にペ トリ教会.Petrifeircheで,堅 信礼を受けています。私たち

は木のサンダルで学校へ行 き,堅 信礼にも木のサンダルで行きました。今の

若者たちは,好 きで木のサンダルをはいて,歩 き回っています。当時の私た

ちには,そ れをはかなけれぼ他の靴 はなかったのです。当時,私 たちは帆布

靴をもっていました。つまり,帆 布 と厚い木の底の靴です。皮製品がなかっ

たか らです。私の兄姉はみな,堅 信礼を受けています。青年式をした兄姉は

い ません。青年式 は,第 一次大戦後に始まりました。だか ら,私 の息子には,

青年式 をさせ ました。

当時,私 たちはまだここのブラウンシュヴァイクでルターの新教の,ル ター

派教会 に属していましたが,「勝利の冠の中の君に祝福 を」 という唄を毎朝,

歌わなけれぼな りませんでした。「カイザーは,優 しい男で,ベ ル リンに住ん

でいる。だか ら,私 は,今 日中にそこへ行 くのだ」などという歌詞で,そ れ

が私たちの毎朝の祈 りだったのです。 まった く厳密にドイツ ・ナショナ リズ

ムです。もし,だ れかが一緒 に歌わなかった り,十分 に大 きな声で歌わなかっ

た りす ると,す ぐに棒で殴 られた ものです。本当のことですよ。

社民主義者の家庭 の子供たちにとって,ま さにこれは簡単 なことではな

かったのです。

〈政党〉

私の両親の家では,政 治については,た くさん話 しました。父は,い っも

いろんな事 について話 しました。「宗教は毒だ」 とかね。「お前 は,宗 教 にっ

いては,何 も気にかけるべきことはない。宗教の事なんて,何 も知ることは

ない。他のことを一生懸命にするんだ。他の ことを何で も勉強 しなけれぼな

らないのだ。だから,宗 教なんて放っておいていいんだよ」 と言っていまし
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た 。

私 の父 が い つ も 『フ ォル ク ス フ ロイ ン ト』`Volfesfrezand'を 購 読 し て い た の

を覚 え て い ます 。 『フ ォ ル クス フ ロ イ ン ト」は,い つ も差 し止 め を く らっ て い

ま した よ ね 。つ ま り,『 フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』は,ウ ィル ヘ ル ム1>17ilhelmに

反 対 す る論 調 の 記 事 を出 した の で,即 刻,発 行 禁 止 に な っ た の で す 。 今 日で

は,そ ん な こ とは あ りませ ん 。 当 時 は,ま っ た 単 純 に独 裁 的 に啓 蒙 活 動 を禁

止 した の で す 。

私 の家 で は 『フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』 を購 読 して い て,私 た ち も熱 心 に読

ん で い ま した 。 この新 聞 を読 む こ とが,私 た ち の政 治 の 授 業 で した 。 私 の家

で は,『 フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』以 外 に は,有 料 の新 聞 は,購 読 して い ませ ん

で した 。 しか し,も ち ろ ん労 働 組 合 の 『木 工 労 働 者 新 聞 』 は,あ り ま した 。

母 は,ウ ィル ヘ ル ム ・ブ ラ ッケWilhelmBracfeeを 尊 敬 して い ま した 。 母

は,個 人 的 に彼 を知 って い た か らで し た 。 父 は,熱 狂 的 に ア ウグ ス ト ・べ 一

ベ ル.4zagustBebelを 尊 敬 して い ま した 。

私 は,1920年 代,ヘ ル マ ン ・ミュ ラ ーHermannMtillerを と くに に尊 敬 し

て い ま した 。 彼 は,当 時,首 相 で した 。 そ して,そ の 当 時,私 た ち は,労 働

者 と し て,素 晴 ら し く良 く金 を稼 ぐ こ とが で き ま した し,物 価 も,と て も良

か った の で す 。 当 時,4分 の1キ ロ の挽 肉 を,し か も品質 の 良 い の を,18ペ

ニ ヒで 買 う こ とが で き ま し た 。 当 時,残 業 をす る と,2～3時 間 分 の残 業 代

の50ペ ニ ヒで,ビ ー ル を1び ん と4分 の1キ ロ の挽 肉 と数 個 の パ ン を買 え る

な,と 思 っ た もの で す 。

私 は,ヘ ル マ ン・ミュ ラー は,個 人 的 に知 っ て い た わ けで は あ り ませ ん が,

彼 は,実 際 に有 能 な 政 治 家 だ っ た の で,尊 敬 して い ま した 。 つ ま り,SPDの

立 場 か ら,ま た 私 の個 人 的 な立 場 か ら見 て,彼 は有 能 だ っ た とい う こ とで す 。

当 時,私 は,現 実 的 な こ と を考 え て い た の で,亡 くな っ た人 の こ とは,考 え

に入 れ て い ませ ん で し た。 ヘ ル マ ン ・ミュ ラ ー は,立 派 な 男 で した 。 し か し,
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残 念 な こ と に,彼 は とて も早 くに亡 くな りま した 。 彼 は,2度 にわ た っ て,

首 相 を務 め て い ます 。 当 時,私 は,彼 が 早 世 した の を,大 変,残 念 に思 った

もの で した 。

ナ チ ス の 時 代,だ れ も自分 の 意 見 を言 う こ とは許 され ませ ん で した 。 しか

も,言 っ た と し た ら,殺 さ れ て い ま した 。 す ぐに ヴ ァー デ ン シ ュテ ッ ト収 容

所17Vadenstedtの 第21宿 舎 に入 れ られ て い ます 。 そ こに は,バ ラ ッ クが た く

さん 並 ん で い る の で す 。 も し,注 意 深 くしな か っ た ら,こ こ に入 れ られ るの

で す 。そ して,再 び,こ こか ら出 て きた 時 に は,彼 は も う一 言 も話 さ な くな っ

て い ます 。 彼 ら は,精 神 的 に は死 んで い ま した 。 そ こで,拷 問 され て きた の

で す 。

私 は,工 場 で様 々 な作 業 を し ま した 。最 後 に,ク ヴ ェ ル ムQuerzamで,飛

行 機 用 モ ー タ ー 工 場 に い ま した。 こ の工 場 も ビ ュ ッ シ ン ク社 に 属 して い ま し

た 。 そ こで,一 人 の 同 僚 が い ま した 。 彼 は,以 前 は,す ば ら し く輝 い て い た

の で す が,少 し ばか り,目 立 っ た の で,引 っ 張 っ て い か れ た の で す 。 しか し,

4週 間 後 に戻 っ て きた とき,彼 は も う一 言 も話 は し ませ ん で した 。 この よ う

な人 々 は,本 当 に壊 さ れ て し ま った の で す 。 完 全 に壊 され ま した 。 こん な事

を した な らず者 た ち は,戦 後,偽 の 証 明 書 を持 っ て,み ん な ど こか に潜 り込

み ま した 。 そ う い う こ と も,す べ て 準 備 さ れ て い た の で す 。 多 くの 者 は,発

見 され ま し た が 。(最 近,発 見 され た)こ うい った 輩 の,ハ イ ン リ ッ ク ソ ン

Heinrichsonと か い う名 前 の男 で した か,本 当 に恥 ず か し く思 い ます 。

非 常 に多 くの 国 民 が こ う い っ た 輩 に対 して 責 任 を もた な き ゃ な ら な い な ん

て,本 当 に恥 ず か し く思 い ま す。 そ う い っ た 人 間 が,ま だ 英 雄 視 され る な ん

て こ とは。 こ う い っ た人 間 は,ま った く自尊 心 が な い の で す 。 あ の 無 頼 な男

が した こ と を見 た らね 。 経 験 か ら私 は知 っ て い ます 。 私 の 義 理 の 姉 は,カ ス

タ ー ニ エ ン ・ア レ ーKastanienalleeに 住 ん で い た の で す が,こ の 大 通 り は,

ブ ッ フ ホ ル ス トBuchhorstの 後 ろの 射 場 へ 続 い て い ます 。

そ れ が 軍 の施 設 だ と知 らな い人 が,そ こ ら辺 を う ろつ い て い て,軍 の車 に

礫 か れ る と,ブ ッ フ ホ ル ス トの後 ろ の射 場 で バ ンバ ン と い う音 が した そ うで
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す。つまり,そ こで礫かれた人 は,射 殺 されたのです。誰 も戻 って来 ること

は,あ りませんでした。そういうことが毎日,起 こっていました。又,あ の

ヴ ァーデンシュテットへの運搬 もです。

ある男のことを思い出 しました。その男の祖母 はユダヤ人だったのですが,

彼は,私 の職場で働いていました。ナチスは,明 らかに密告 をうけたのです

が,彼 も強制収容所 に送 られねばならなかったのです。ナチスは,そ の若い

者が どんな人問かなんて ことを知ろうともしません。彼は,と て も陽気な男

でした。「さ,こ れから収容所へ行 くんだ」などと聞いた ら,彼 は,気 が狂い

そうだったでしょうに。その不安た るや……。私がそれをどんな風に体験し

たかなんて,口 で説明などできません。そんな場面を見てしまうと,生 涯,

忘れません。

そのほかにも,私 が,冬 に医者に行った時のことです。戦争中です。私は

レーバ ッハー通 りLebacher-StraBeに 沿って歩いていたのですが,ち ょうど,

爆弾を一発落 とされた直後の場所に来 ました。そこら辺の家々はみな壊 され

ていました。そこにポロ布 を身に着けたユダヤ人の少女たちがいて,そ こで

石を積んで,道 を空けていました。体 の弱っているような14,15,16才 くらい

の少女たちでした。みんな,(ユ ダヤ人であることを識別するための)星 を付

けていました。それを見ていなかったら,信 じることはできないくらい,ひ

どい様子でした。目の下にくまをこしらえ,餓 えていたにちがいあ りません。

そこには,SS(:ナ チの親衛隊)の 男たちが立っていて,彼 らは作業 をして

はい ません。少女たちは,作 業 の手を休めると,す ぐにあぼら骨に拳骨 をく

らいました。他の人々 も,こ のようなことを知っていた し,見 ていました。

だれ も知 らなかったなんて事 は,そ んな馬鹿な事 は,あ りません。そんな事

を言ったら,大 嘘つきです。毎日,仕 事が終わった後に,私 と同じように,

他の者 も経験 したのです。みんなが知っていました とも。

例えば,当 時,私 の妻が,歯 医者で治療をしていた時のことです。ある牧

師がいたのですが,彼 は,「私は ドイツ人であることを恥 じます。」 と声 に出

して,言 ったのです。つまり,彼 もユダヤ人への迫害について聞いたからで
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す 。 そ れ を,今 日,み ん な は,知 らな か った こ と に し て い るの で す 。 ま った

く,く だ らな い こ とを言 っ て る もの で す 。 も し,こ れ らの人 々 が,「 私 は,何

も聞 い て い ませ ん で した 」 な ん て こ と を言 う と した ら,そ れ ら は,み ん な 嘘

で す 。 簡 単 に,そ の よ う な こ と を聞 か され て い た の で す 。

あ ま り に多 くの人 々 が,迫 害 され た の で,人 の 口 か ら人 の 口 へ と伝 わ って

い った の で す か ら。 あ ま りに 多 くの有 名 な 重 要 人 物 が で す 。 こ この ブ ラ ウ ン

シ ュ ヴ ァイ クで もで す 。 あ の マ ッ テ ィ ス ・タ イ セ ンMatthisTheissenは,建

設 労 働 組 合 の 指 導 者 で した 。 彼 は,ひ ど く殴 られ て,こ この ザ ン ク ト ・ヴ ィ

ン ツ ェ ンツSt.Vin2enz病 院 で,浴 槽 の 中 で,な ん とか もた せ る こ とが で きた

の で す 。 そ れ ほ どひ ど く殴 られ た とい う こ とで す 。 痛 みで 死 な な い よ う に,

浴 槽 に横 た え な け れ ぼ な らな い ほ ど,ひ ど く殴 られ た の で す 。 手 当 を受 けた

け れ ど も,彼 は死 ん で し ま い ま した 。

あ る い は ハ イ ン リ ッ ヒ ・ヤ スパ ーHeinrichJasPerで す 。 当 時 の,こ この私

た ち の 大 統 領 だ っ たSPDの ヤ ス パ ー で す 。彼 もベ ル ゲ ン・ベ ル ゼ ン(収 容 所)

Bergen-Belsenで 殴 り殺 され ま した 。人 々 は,今 日,当 時 何 が 起 こっ た の か,

知 りた が り ませ ん。 「何 が起 こ っ た の か,そ ん な こ とは知 らな か っ た 」 とは,

誰 も,私 に は,言 え ませ ん。 そ れ は大 嘘 だ か らで す 。 み 一 ん な が 知 っ て い た

の で す 。 ア ウ シ ュ ヴ ィ ッツ.4zaschwideに つ い て も,も ち ろん,知 って い た の

で す 。そ れ に つ い て も,口 か ら口 へ と伝 わ っ て い た の で す 。 そ うで な けれ ぼ,

ど こか ら私 は,そ ん な こ と を知 っ た とい う い うの で し ょ う。私 は,終 戦 前 に,

これ らの人 々 が,ブ ッヘ ン ヴ ァル ト(収 容 所)Bblchenwaldな どで,ガ ス で殺

さ れ て,焼 か れ て い る とい う こ と を知 っ て い ま した 。 み ん な が知 って い ま し

た と も。 私 は,し か も ヘ ル ム シ ュ テ ッ トHelmstedt'の リー ゼ ベ ル ク 村

Riesebergの こ と も知 っ て い ま した 。

あ の ナ チ ス の な らず者 ど もは,人 々 を殺 した の で す よ。 私 た ち は,あ ま り

に 力 が な くて,闘 え ませ ん で した 。 う ま 一 く立 ち 回 らな けれ ば な らな か っ た

の で す 。 あ る同 僚 と何 か 話 して,そ こ に また 誰 か 来 る と,話 の テ ー マ を変 え

ま した 。 そ うで な け れ ぼ,そ い つ が,私 た ち を密 告 す るだ ろ う とい う こ とが



日常生活史一G氏 の場合 209

わ か っ て い た か らで す 。 本 当 にそ う だ っ た の で す よ。

職 場 で,「 あ あ,お い,お 前,ま た 何 々 だ っ て こ と,聞 い た か?」 「うん,

本 当 に … … だ 」 な ん て 話 して い る と,連 中 が そ ば に寄 っ て くるの で す 。 ス パ

イ し よ う と そ ぼ に寄 っ て き た もの で す 。

とい うの も,彼 ら は餌 を投 げ与 え られ て,ナ チ ス に引 き ず り込 まれ た か ら

で す 。こ この コ ンサ ー トハ ウ ス は,昔 はザ ル ツ ダ ー ル マ ー 通 りSal2dahlzamer

StraBeに あ り ま した 。今 はべ 一 ク ラ ー通 りBb'klerstraBeに あ ります が,そ こ

で 集 会 が あ り ま し た 。 彼 ら は,NSDAP(Nationalso2ialistischeDentsche

.4rbeiterPartei国 家 社 会 主 義 ドイ ツ 労 働 者 党)か ら,そ こ に招 待 さ れ た の で

す 。私 自身 も,自 分 で 見 た し,体 験 した の で,そ の こ と を知 っ て い るの で す 。

そ こで,「君 た ち は長 靴 や ズ ボ ン等 す べ て を割 賦 払 い で 手 に入 れ る こ とが で き

る し,仕 事 も あ る」 とか,長 っ た ら し い お し ゃべ りで勧 誘 を う けて,最 後 に

ソー セ ー ジ とポ テ ト ・サ ラ ダ を も ら っ て,党 員 に な っ た の で す よ。 そ ん な風

に して,ナ チ ス は これ ら の人 々 を釣 った の で す 。 そ う し て,彼 ら は大 挙 して

入 党 した の で す 。た とえ ば 日曜 日 の朝,当 時 の ヴ ェ ンデ ン リ ン クWendenring

を通 っ て,私 の 許 嫁 の 所 岱 歩 い て 行 く と,彼 らの一 団 が 行 進 して き ま す。 先

頭 にユ ニ フ ォー ム を着 た 者 た ち が,そ して後 ろ の方 に は新 入 りが つ い て い ま

した 。 っ ま り,彼 ら は まだ ユ ニ フ ォー ム を持 っ て い な か っ た の で,新 入 り と

わ か る の で す よ。14日 後 に は,も う彼 ら はみ ん なSA(:ナ チ の 突 撃 隊)の ユ

ニ フ ォー ム を着 て い ま した 。

彼 ら は い つ もSAの 旗 を前 方 にか ざ して 持 っ て い た の で,私 は い つ も素 早

くど こ か の 家 の 扉 の 中 に入 っ て い き ま し た 。 とい うの も,も し,そ こに立 ち

止 ま り,彼 ら にた い して,感 じ を良 くし な けれ ば,そ の 中 の数 人 が 隊 列 か ら

飛 び 出 して きて,さ ん ざ ん に殴 りつ け る か らで す 。 彼 らが そ うな った の も理

解 で き ま す よ。 も し,私 の両 親 の 家 が な く,本 当 に食 べ る物 が な か った ら,

と想 像 して み な くて はい け な い で し ょう。 彼 ら に は,そ れ 以 上 の 着 る物 な ど

はな か っ た し,そ れ以 上 は望 まな か っ た の で す 。 重 要 な の は,彼 らが,お 腹

い っ ぱ い に食 べ る こ とが で きた とい う こ とで す 。 ど う して,人 々 が ナ チ ス に
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なったのか,ま たNSDAPを 選んだのかとか,そ ういった事のすべてについ

て,原 因がきちんと究明されていません。困窮が大 きな理由です。困窮が人々

にNSDAPを 選ばせたのですよ。

〈労働組合>

1920年 代 には,ド イツ金属労働者連盟Z)eutscherMetallarろeiterverbandに

入っていました。正確 には,修 業が終わってからですから,1923年 か ら労働

組合 に入ってはいましたが,失 業 したので,そ の間は脱退し,再 度,加 盟 し

ています。修業を終 えて,初 めて労働組合に入 ったのは,ア ルベル ト・ヴィー

ネッケAlbertl伽 紹o舵 という筋金入 りのSPD党 員を通 じてでした。彼 も,

その後,1933年 にデンマークへ逃げなければなりませんでした。しかし,デ

ンマークで肺結核で亡 くな りました。彼は,ま った く素晴らしい同僚で,私

にとっては党でのお手本でした。金属産業労働組合に入 ることは,ま った く

当然のことでした。当時,私 は若者で,彼 は私のお手本でしたから。彼は,

私の仕事場での同僚で,職場経営協議委員会の委員でした。ブラウンシュヴァ

イクでは,い つも社民党員が過半数 を占めていたので,彼 は,そ の後,市 議

会議員 になりました。彼は,ま だ とても若 く,25才 か26才 でした。そんな若

さで市議会議員だったのです。 とても知的な人間で した。

私が労働組合 に入った1920年 代,特 にインフレ後 は,ど この職場で も闘争

と連帯が第一で,私 たちは組合員でない者を許 しませんでした。当時,私 は

ビュッシング社 にいましたが,新 入 りが来ると,私 たちは彼 らにこう言った

ものです。「3週 間後に,君 の最初の賃金が入ったら,そ れとも2回 目の賃金

の後でもよいが,金 を持ってきて組合 に入るんだ」 とね。 もし,彼 らがそう

しなければ,私 たちにとって,彼 らは存在 しない も同然でした。だか ら,私

たちは,彼 らに何の情報 も与 えませんでした。私たちは彼 らを心か ら歓迎 し,

彼 らが私たちと一緒に闘い,完 壁な共同体になることを願 ったのです。以前

は労働組合 というものは,盟 約を結んだ共同体であったし,す でに長年,実
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際に労働組合に特有の連帯感か ら,私 たちは新入 りを教育 し,強 制 しなけれ

ばなりませんでした。組合加入を拒否 した人のほとん どは,い つ も女性で し

た。彼女たちにとって,組 合費は不必要な出費だったのです。女性は,と く

に若い女性 は,い つだって靴下や他の必要な物 を買いたかったのですか らね。

1週 間分の組合費 は,1時 間分の賃金 に相当 したものですから。

そして,そ の後,1933年 が過ぎて,私 たちはみな,強 制的にドイツ労働者

前WtdiedezatscheArbeite2Eronlに 組み込 まれたのです。あっと言 う問に,み

なが,い ち時に組み込 まれたのです。これに入 らなければならなかったか ら

です よ。しか し,そ の前は自由意志による加入だったので,入 る必要はなかっ

たのです。

私 も,不 可避的にナチスの労働者前線に入れられました。

SPDに は,戦 後す ぐの1946年 に入党 しました。25年 の永年党員表彰状を

もらいました。戦前,私 は,ス ポーツ,と くにサ ッカーに熱狂 していたので,

政治的なことに関心が向かず,戦 後になって成熟 してか らのようには,政 治

的な活動 はしませんで した。つまり,1945年 の後,私 は自分 に,も うあんな

事 は起 こってはならないのだ,と 言い聞かせたのです。

私は,戦 後,ビ ュッシング社の板金部でマイスターにな りました。だから,

私の もとで働 きたい者は,労 働組合に加入 しなければなりませんでした。板

金部は,工 場全体で唯一,IGMetall(金 属産業労働組合)へ の加入で,100

パーセントの組織率で した。

〈帰属意識〉

私の両親は9人 も子供がいましたが,兄 の何人かは,実 際にい くらか高い

教育 を受けていました し,当 時の私の家族が精神的に属 していた階層は,中

流の階層で した。車に乗 ることや性交すること以外には何 も頭にない という

ような,今 日の労働者階層 という意味では,労 働者階層 には属 していなかっ



212 人 文 研 究 第105輯

た とい う こ とで す 。 当 時 の労 働 者 階 層 は,今 の そ れ の よ うに は,ひ ど く は あ

りませ ん で し た。 男 と女 の 関係 で は,今 ほ どに,あ っ ちへ 行 っ た り,こ っ ち

へ い行 っ た り とい う こ とは な く,も っ とひ か え め で した 。

〈組織の役員〉

私は,あ る時期に,ビ ュッシンク社の職場経営協議委員会の委員だったこ

とはあります。

また,私 は,第 二次世界大戦後,IG-Metallの 地区委員長 もしました。スポー

ツをやめてか らは,政 治的に活発になりました。政治活動なしには,何 も始

まらないということを知ったからです。 しか し,こ れは第二次世界大戦後 に

なってか らのことです。

13.祝 い 事 ・余 暇

〈祝 い 事 〉

私 の 両 親 の 家 で は,み なが まだ 健 康 で元 気 だ っ た 頃 は,い つ も両 親 の も と

に 家 族 み ん な が 集 ま り ま した 。

5月1日 の メ ー デ ー に は,私 た ち は い つ も,労 働 者 と一 緒 にパ ー ヴ ェ ル シ ェ

ン ・ホ ル ツ まで 「シ ン ・デ ラ ッサ ・ブ ンデ ラ ッサ 」`Schinderassa,bumderassa'

とか け声 をか け な が ら,行 進 し ま した 。 とて も楽 しか った し,す ば ら しか っ

た もの で す 。

復 活 祭 に は,シ ュ レー バ ー ガ ル テ ン に い ま した。 そ こ で,私 は,ゆ で卵 に

色 を塗 り,父 が そ れ をか く して,私 た ち は,ゆ で 卵 探 し を し ま した 。

大 晦 日は,何 の行 事 も あ り ませ んで した 。

子 供 の 頃,ク リス マ ス の お祝 い は し ませ ん で した 。 経 済 状 態 が,悪 か っ た

の で す 。 経 済 状 態 は,だ ん だ ん 悪 くな り ま した 。 忍 び 足 で 近 づ い て き て,イ

ン フ レ ー シ ョンが 始 ま りま した 。第 一 次 大 戦 後,1919年p・ ら始 ま り,1923年

～24年 頃 ま で続 き ま した 。 そ し て,や っ と金 マ ル ク(:第 一 次 大 戦 後 の イ ン
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フレーション時代に用い られた,1914年 以前の金平価 に相応する計算単位)

がやってきたのです。

〈余 暇>

1920年 代,大 人 に な っ て か らの 余 暇 の 楽 し み は,ス ポ ー ツで した。 す で に

話 した よ うに,私 は,熱 狂 的 な ス ポ ー ツ マ ンで した 。 私 は,ス ポ ー ツ ・ス タ

ジ ア ム に立 っ て,見 て い る の で は な く,自 分 自身 が ス ポ ー ツ を した の で す 。

父 の 唯 一 の 余 暇 の楽 しみ は,シ ュ レー バ ー ガ ル テ ンで した 。 彼 は,随 分 長

い時 問,シ ュ レー バ ー ガ ル テ ン で過 ご し た もの で す 。 そ れ に,勿 論,彼 の木

工 労 働 者 連 盟 で も活 動 して い ま した 。 集 会 が あ る時 は,彼 は い つ も活 発 に発

言 して い ま した 。

母 は,彼 女 の9人 の子 供 た ち を大 き く育 て るの に闘 い疲 れ て い ま した 。 余

暇 を楽 し む時 間 な どな か っ た の で す 。 彼 女 は,ち ょっ とす わ っ て1杯 の コー

ヒ ー を飲 む こ とが で き るだ けで も,嬉 し い く らい で した 。 それ が 母 の 余 暇 で

した。 そ れ に,本 を読 む の が 好 き で した し,色 々 な こ と を知 っ て い ま した 。

両 親 は,例 え ば,ハ イ ン リッ ク ス ハ ー フ ェ ンHeinrichshafenへ とか,し ば

し ば近 郊 へ の遠 足 に連 れ て い っ て くれ ま し た。 蒸 気 船 で行 けた の で す が,当

時 は,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク の 会 社 の蒸 気 船 は,ま だ あ り ませ ん で した 。「ブ

ル ン ス ヴ ィ ッ ク 」`Brnnswigg'だ か 「ブ ル ン ス ヴ ィガ 」`B7観s画gα'と か い う名

前 だ っ た と思 い ます が,古 い 駅 の,中 央 駅 か らハ イ ン リ ッ クス ハ ー フ ェ ン ま

で オ ー カ ー 川Okerに 沿 っ て船 で行 け ま した 。 途 中 で 降 りる こ とが で き ま し

た 。 ビ ュル ガ ーパ ー ク(:市 民 公 園)Btirge7zParfeに は,と て も素 晴 ら しい レ

ス トラ ンが あ り ま した 。 そ の ほか に も,私 た ち は,パ ー ヴ ェル シ ェ ン ・ホル

ツ に行 っ た り,ク ヴ ェル マ ー の 森 に も行 き ま した 。 ク ヴ ェ ル マ ー の森 に は,

い た る と こ ろ に飲 食 店 が あ り,私 の家 族 は,そ の 恩 恵 に あ ず か りま した 。 も

ち ろ ん,ま だ 家 に い る子 供 た ち は,み な 一 緒 に この 遠 足 に 出 か け ま した が,

最 後 の 頃 は,い つ も,多 くて も,2人 か3人 で し た 。 も う前 に話 し ま した が,

第 一 次 世 界 大 戦 後 は,み ん なが ツ ェ ラー 通 りの 家 に避 難 し て き て い た の で す。
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1930年 に,再 度,失 業 し ま し た が,こ の 頃,私 は熱 狂 的 にサ ッ カ ー を して

い ま した 。 サ ッカ ー 仲 間 た ち との友 情 が あ り ま した 。 そ れ に,当 時,私 た ち

は,自 分 た ち の た め の運 動 場 をつ く らね ぼ な り ませ んで した 。 ツ ェ ラ ー 通 り

に つ くっ た の で す 。 こ の運 動 場 は,1年 半 前 に壊 され て,ビ ー バ ー ヴ ェー ク

Biろerwegに 移 され ま した 。私 は,17才 で,友 人 た ち と一 緒 に,ブ ラ ウ ン シ ュ

ヴ ァ イ ク ・ス ポ ー ツ協 会BrazanschweigerSPoitvereinを1922年 に 創 設 した

の で す 。 この 協 会 は,労 働 者 ス ポー ツ ・ク ラ ブArbeitersPortclzabで は あ りま

せ ん で した が,私 た ち は み ん な 労 働 者 の 子 供 で した 。。

私 は,1933年 まで ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク ・ス ポ ー ツ協 会 「ア イ ン トラ ッハ

ト」BrazanschweigerSPortverein`Eintracht'の 会 員 で した。 私 た ち は,こ れ

をBSV22と 呼 ん で い ま した 。 この 協 会 は1922年 に創 設 され た の で す が,私

も こ の協 会 の 創 設 者 で す 。私 は三 種 競 技 で優 勝 も し ま した 。兄 だ けで は な く,

私 も ス ポ ー ツマ ンだ った の で す が,兄 の ワル タ ー が,私 の お 手 本 で した 。 私

は,走 り幅 跳 び と100m距 離 な どの 陸 上 競 技 が 得 意 で した 。夏 の 間,サ ッカ ー

シー ズ ンで な い時 は,私 た ち は陸 上 競 技 を し ま した 。1926年 に は,ブ ラ ウ ン

シ ュ ヴ ァイ クで 一 番 の 跳 躍 競 技 選 手 で した 。 そ の 時 の メ ダ ル を ま だ持 っ て い

ます 。 ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク ・ス ポ ー ツ協 会 「ア イ ン トラ ッハ ト」 の 主 催 で,

全 北 ドイ ツ の エ リー ト選 手 が 招 待 さ れ,競 技 会 が催 され た もの で す 。 ハ ン ブ

ル クか ら もベ ル リ ンか ら も選 手 が 来 ま した 。 私 は走 り幅 跳 び で1番 に な った

の で す 。 私 は,チ ー ム ・リー ダ ー で した 。 ず っ と リー ダ ー を して い ま した 。

1922年,と ても短い期間でしたが,国 民スポーツ協会Verein動7Volks-

sPortに 入っていたことがあります。インフレのあった時期です。私は,本 当

に労働者の代表でしたが,あ の協会の環境 は気に入 りませんでした。その環

境たるや,あ まりに乱暴でひどかったのです。小市民のいやらしさですよ。

このドイツの小市民の俗物根性 は,今 もなくなっていません。この俗物根性 っ

て ものを私の修業時代 の親方の もとで知 りました。修行中,私 は色々な層の

家に行って,修 理 をしましたが,私 が修業 していた当時は,非 常時でした。
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だか ら,ス トーブの火を細 く焚いていたのです。私の親方は,そ の時代です

から,ス トーブや,褐 炭コークスなど何でもつ くっていました。それに,ス

トーブの炎 を小さ く調整することも仕事にしていました。それで燃料が節約

できたのです。お客の数は,と ても多 くて,私 たちは,休 む間もな く,炎 を

小 さく調整するために,お 客の家々を回らなければならなかったのです。そ

の当時のス トーブは大 きかったのですが,炎 を小さ くするのに,中 に粘土質

の耐火煉瓦 を入れたものです。私たちは,機 械の修理工 なのに,ど んな仕事

でも引き受 けました。そして,私 たちがほんのちょっとでも行儀悪 くした ら,

そういった客 は,す ぐに私たちを家か ら追い返 した ものです。本当の庶民 は

ちがいました。庶民 は,高 くつ くので,修 理 に来させ るなんてことばで きま

せんでした。こんなことをさせたのは,小 市民だけです。いずれにしろ,私

はこういった人たちに対 して,ど んな風に振 るまわなければいけないのか を

知 りました。そうしなければ,客 を獲得できませんから。まあ,そ ういう振

るまいをしなければ,彼 らは私たちを汚い物でで もあるかのように扱いまし

たからねえ。そういった人々のいる協会をやめたのです。私にとって,本 当

に低級な協会だったのです。

私 は,い つも実際にスポーツをする方に関心があったので,会 計係などの

役員の職 は拒否 していました。例 えぼ,私 が現役だった頃は,ど の協会 も毎

年,陸 上競技会を催 しました。そして,い ちばん優秀 な者を選んだのですが,

私が現役を引いてか らは,ま だ1年 間は競技会 をした けれども,そ の後はや

めてしまいました。私は,協 会の仲間にとってお手本だったのです。何年 も

たってか ら,協 会の仲間に,こ この庭園協会で会い ました。そうした ら,彼

は,息 子に 「このひ とは,私 のお手本だったんだ」 と言 ってました。ここの

庭園協会には,年 金生活 に入ってから入 りました。年金生活に入る前は,時

間があ りませんで したからね。


